
実践例 2 f青森県の号んご栽培 j

1.単元名 日本の諸地域

2. 単元について

弘前大学教育学部前属中学校

佐々木誠

日本の諸地域の学問の中でも東北地方の学習は，言分たちの住んでいる地域であるというととか

の関心も深く，小学校での学寄とか生活体験の中から，自黙のようす・歴史的背紫・産

ょうすなどある在度のイメージを持っており，身近なものとして受けとめる乙とのでき

である。したがって，との単元の耳元り扱いにおいては，広い視野で東北地方を見るとともに，思い

きった教材の精選により東北地方の姿をより具体的に認識できる器材恐とりあげ，身近な資料の活

用などによって，人々の生活や社会事象を実感として受けとめさせるようにしたい。

械業の展開にあたっては，東北地方の自熊的条件や設置的条件からくる童業の特色に注目させる

とともに，他の地域との結びつきについて考えさせるζ とが必要であろう。また，交通機関の発達

にともなう，地方公共団体や各産業部門の対応・変容などから，東北地方の開発や発展性について

させたい。

3. 生徒について

-蜂業クラスー 2年五組(男子23名， 21名，許44名〉

本較は弘前市の高郊に設費するが，

く，弘前市内だけでなく罵辺郡市から

29人(66 である。また農家の

きる範囲と定められているため，そ

も多し、。とのクラスの場合は，

1名だけであり，りん

といえども， りん 直接関係する生徒はいない。 ζのクラス泣比較告さ明るく

いが， じっくり考えるという屈で

るζ とに力を入れて指導している。

があり，授業にあたっては資料から考えさせ

4. 単元の自標

命 東北地方の地理的位鷲，歴史的背景，地形，気候の特色などから，人々がどのように

利用し，働きかけをしているかの理解を深める。

@ 人口・物資の移動・産業のようすから，労{動力・金糧の供絵地としての性格を把握させ，他

地域との関{系，地域開発との関孫を考えさせる。

@ 東北結方;こ関する地儲・統計その抱の資料さと瑠切に活用する能力を諜う 0

5. 指導計百(配当時間 7 

(幻 自然と人々の生活一一一一一1時間 (4) 

(2) 秘作中心の農業 1時間 (5) 

(3) 樹作農家のかかえる問題 1特需 総

6. 研究主題との関連
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(1) I地理的見方・考え方を養うj方法として，次の間点、を授業の流れの中に意閥的にとり入れる。

信 地域の特色を鵠の地域との比較関連においてとらえさせる。

@ 地域や，そこに住む人々の生活に関する諸事象の特色を生みだした地理的諸条件について

させるG

@ 岳務および社会的条件と人間との関保について考えさせる。

告 地域の変容に気づかせ.その動向や意味について考えさせる。

(2) 教材の精選

(3) 

〈む 東北地方の産業構造および地域の特色から，農業記の学習 おき，稲作に 2

果樹栽培iこ2時間をとる。

基本的事項そ整理精選するとともに， ζの単元においては，できるだけ身近な資料を活用

することにより，学雪への関心と組解を深めるようlこする。

あたって

① 事前に提示する学留課題iこぞって，教科書や地図帳および資料集の資料から自分なりに整

理させる。課題によっては補充資料を提示する。

侵入および，クツレープ出発表を多くとり入れるようにする。

7. 本時の指導計菌

(1) 題話名 りんご栽培

(2) 本時の目標

e 東北地方の果樹恭培について，生産の多い果樹とその主な生産県佐統計資料から読みとり，
他の地域と比較しその特徴を説明できる。

@ 青森県のりんご栽場地域安確認し，どのような土地が果器出に利用されているかを大縮尺

の地形図から読みとり説明できる。

膏蒜県のりんご隷培はどのように発展してきたかを年表などから概観し. りんζ、導入の時

期や急激に発達した時期を読みとらせ，その背景について気づかせる。

@ どのような品種が多くなってきたかをグラフや表から読みとり，栽培する品種の変化がお

ζ ってきた理由を考えさせる。

@ りんごの栽培はどのようにおとなおれているかを，作業着や貸料から読みとる。

ゆ 生産之されたりんごはどのように出荷されているかを資料から読みとり，他県ものや砲の果

物との競合について考えさせる。

(3) 本時の授業過程

O 前時の活動 (2時間扱いの 1時開

・学留課題にそって個人で謁べてきたことを，資料と照らし再躍認し要点を整理する。

*グノレ」プごとに発表の予JI慎を考え，発表に必要な庭料を整理する。

O 本時の授業は (2時爵扱いの2時間目〉
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教師の発興・助言・説明 生徒の反応・活動 i具体的資料・
りんど栽培について調べてどん 。個人に指名し発表させる。

な感想を持ちましたか。

課 i合興味がわいたζとがあったか。
1

0学習課題の中で興味がわい

たこと。

O新しい発見があったか。 「…発表課悶ベて

みて。

把
1

2 りんど栽培についてどんなこと

を学習したいか。

(育祭県の叫栽培はど山におこなわれ) 重点惑とかけて学習する

どのような問題をかかえているか。 課題を確認させる。

3. 東北地方の果樹栽培は全国的に O発表班の発表と資料で確か 資料集P78の統計

みて，どんなでしょう。 める。 「果5Jij生運商J
oどのような果樹が栽培されてい

るか。

O商高畠本と比較しての特色は。
1

0東北開まりん 西需毘

本はみかんの栽培が中心で

あるととを読みとる。

4 青森県の中でりゅ培山

1

0自由に発表した後資料で|資料

課| ん出棋はどのへんでしょう。 確認する。 1郡市挺りんご生産高J
O郡m加の生産高で多い埠方は。
0どのような自黙条件のと ζろか。 1

0土地利用酷から果樹園の分 5万分の 11弘離jの
布と地形との関連安つかむ。 佳作土地利用図

題 1 5. りんどの栽培はいつどろから始 G発表班の発表を開き確認す

まったのでしょう。 る。 資料

。急激に生産が伸びたのはいつ頃 Oグラフから確認し，その理 「生腔高と栽培醤積の

カ¥0 由を教師の説明からつかむ。 うつりかわりJ
6. りんどの品種ほどのように変む C発表班の発表を開き，自分 スライド

追 i ってきたのでしょう。 の考えをのベる。 「ちんどの品種J
Oどのよう立品種が多くなってき

たか。

O品種が変むってきた背景を考え 。農家吋…どう[資料

求 i てみよう。 いうととがいえるか自由に 「品議創生産高b推移J
せる G

7 資料「りんどの諜立ちJ
のような待業を行うのでしょう。 ながらスライ スライド

0感想をのべさせる。 「農家の作業のようすJ
8. されたちんどはどのように O資料から生来摺が多いζと 資料

またどの地方に出荷さ とる。 l「青森県のりんごの流
れているのでしょう。 O資料かち関東地方が多いと通」

とを読みとる。
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9. 青森県のりんご栽培の問題とし 1 0自由に発表させ，教師が樟 i流通の問題にはあまワ
てどのようなととが考えちれます| 足しまとめる。 I深入りせず，公民的分

か。

(青森県のちば栽培一一1
から，東北地方の果樹栽培のさかんな理邑とi
共通する悩みについて考えてみよう。)

(4) 評備の観点

① 目標がおさえられたか。

② 学警内審に関心を持ち，積極的にとりくんだか。

(付記〉

野での学書への伏線と

する。

以上の特別寄稿3編は，昭和59年 10月に露穫された第27自東北社会科教育研境協議会弘前

く中学校の部〉の発表要旨を，著者の許可を得て較載したものである。
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